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0.ファイルの開き方

「P型受信機劣化診断（チェックシート・報告書）（Ver3.0).xls」の
ファイルをWクリックして開いて下さい。

　　　ここを選択する

・ファイルを開くと上記のようなメッセージが出てくる場合がありますので
「マクロを有効にする(E)」を選んで下さい

・このようなメッセージが出てくる場合があるときは「OK」
をクリックして下さい。

・シートの保存について
　［ファイル］［名前を付けて保存］を選択して　新しい名前を付けてシートを保存して下さい。
　この原本シートは『読みとり専用』になっていますので同じ名前では保存はできません。
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1.起動時の画面　と　シート構成

1.劣化診断報告書

2.入力表(1)

3.入力表(2) 左記の5シート（表紙は除く）で構成されて
います。

4.入力表(3)

5.劣化度計算表

・各シートの入力については、次頁以降の操作説明書を参照して下さい。

・シートの保存について
　［ファイル］［名前を付けて保存］を選択して　新しい名前を付けてシートを保存して下さい。
　この原本シートは『読みとり専用』になっていますので同じ名前では保存はできません。
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2.劣化診断報告書のシート　について

・ 入力項目について
　　上記画面において“＊”が付いている項目が入力できる項目となります。
　　入力項目には、“Tabキー”を押すことによって順次カーソルが動きます。
　　（“Shift+Tabキー”では前の入力項目に戻ります。)
　　また、“＊”の上をマウスでクリックすることによっても入力は可能です。

・設置環境の半屋外と屋内については、該当する方のボタンをクリックして下さい。
　両方のボタンをクリックすることはできません。

・設置環境の高温と多湿については、該当すればボックスをクリックしてチェックを入れて下さい。
　両方にチェックを入れることも可能です。

・上記以外の項目については入力はできません。
　診断結果等については入力表(1)～(3)と劣化度計算表の入力結果が表示されます。

ｄ ｄ

この　　　　　　　内に
記入されたデータは、
次頁以降自動的に
記入されます。

このﾎﾞﾀﾝはどちらか1つでも
両方でも選択できます。

このﾎﾞﾀﾝはどちらか
1つしか選択できません。

このマークが表示されているところ
のみ、文字の入力が可能です。
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3.入力表のシート　について

・判定結果の入力について

　各診断箇所の判定結果欄にあるボタンをクリックして下さい。
　クリックして黒丸が付いた項目が選択された状態になります。

　このボタンをクリックすることにより診断結果の数が自動的にカウントされます。

・補修部品の有無の入力について
　
　各補修部品の下にあるチェックボックスをクリックしてチェックを入れて下さい。
　“無”から“有”に変わります。　もう一度クリックすることにより“無”に変わります。

注） 入力表(2),(3)も同様の入力方法です。

該当する項目をクリックして下さい。
●印がつき、自動的に数をｶｳﾝﾄします。

□をクリックしﾁｪｯｸﾏｰｸをつける
と自動的に"有"になり、ﾁｪｯｸﾏｰｸ
をはずすと"無"になります。
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4.劣化度計算表のシート　について

＊各項目の合計点数は入力表(1)～(3)で選択したものが
自動的に計算されています。

・環境係数の入力について

　設置環境によって、該当するいずれかのボタン(1.0)(1.2)をクリックして下さい。
　式の中にある環境係数の枠の中に係数がセットされて、自動的に劣化度の計算を行います。

・経年乗数の入力について

　該当の設置年数にあたるボタンをクリックして下さい。
　式の中にある経年乗数の枠の中に乗数がセットされて、自動的に劣化度の計算を行います。

　　　　　　　　で囲んだ項目
が自動的に計算され、入力
されています。

この欄の名称等は、1枚目の
「劣化診断報告書」と連動しています。
(修正するときは「劣化診断報告書」の
名称等を変更して下さい。)

該当のﾎﾞﾀﾝをクリックして下さい。
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5.最終結果

＊診断結果を確認していただき、印刷をします。
ご使用のプリンタによって印刷状態が異なりますので、微調整をお願いします。

この欄に自動的に
診断結果が表示されます。
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